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微細な柱が等間隔（ギャップG）に、そして
斜めに（シフト量d）並んでいる。
小さい粒子はまっすぐ進み、
大きい粒子は斜めに進む。
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循環がん細胞を分離するための分離デバイスの開発を行った。ここでは分離性能を
評価するための簡便なデバイスの開発について紹介する。
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簡便でありながら、適切に
細胞を分離できた。今後の
分離実験を効率的に進め
ることができるようになった。


